
完全一体型 輸液セット
－  アンティリーク  コネクト －

　ー  穿刺しない形状、チーム医療のつなぎ役  －

完全密閉方式

びん針接続をしない 新しいかたち

一体型の特長 （閉鎖型 密閉方式）
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CONNECT
全 長 ︓ 1 0 c m

あらかじめ
輸液バッグにコネクトスパイクを接続します

「外さない」 曝露 / 感染 対策は、

コネクト スパイク

横滑り防止クランプ
すべてのクランプはブリッジ付のため、
チューブが横滑りせず確実に留めることができます

アンティリーク コネクト
（ 参照型式︓CN-20F4/P1 )
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・抗がん薬投与後に、輸液バッグを 外 さない ため 、 薬 液の 漏 出があ りま せん

曝露/感染リスク対策の両立

・側 管 ク ラ ン プ の 色 分 け に よ り 、投 与 手 順 の 標 準 化が 可 能 で す

投与手順の標準化/業務の高効率化

・ 一体型にすることで感染リスクを低減します

コストの可視化/病院経営への貢献
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コネクト スパイク

��個 / 箱　（ CN-��タイプ ）　・　���個 / 箱 （CN-��W ）

販売名 ： AL接続セット 　　  製品名 ： コネクト スパイク  　  一般的名称 ： 輸液用延長チューブ　　薬事届出番号 ： ��B�X�����������　 　クラス分類 ： 一般医療機器
製品名 ： アンティリーク コネクト 　　一般的名称 ： 自然落下式・ポンプ接続兼用輸液セット 　     　薬事承認番号 ： �����BZZ��������　 　クラス分類 ： 管理医療機器
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シール

フィルター
ポリエーテルスルホン製
0.2 μm

下流側から、 ���mm ・ ���mm ・ ���mm ・ ���mm （ CN-��タイプ ）
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　　　全ての投与が終了したら緑クランプ①を開放し、

 メインルート内を生理食塩水でウォッシュアウトしてください。

　　　HDの入っていた輸液バッグは接続を外さず、

 アンティリークと一体のまま、ジッパー付きプラスチックバッグ
 に入れて密封してから専用の廃棄容器に廃棄してください。

　　　　赤の側管ルートから使用します。

　　　　赤の側管ルートの疎水フィルターキャップを外します。

← 緑クランプ①

準備　　　　　　プライミング　　　　　　投与　　　　　　廃棄　準備　　　　　　プライミング　　　　　　投与　　　　　　廃棄　

接続は外さず、一体のまま

開封前に側管数およびフィルターの有無を確認します。 各側管キャップに緩みや脱落がないことを確認し、
                            　ローラークレンメのみを閉じて下さい。

＊ 各側管ルートは、セパレーターから外さずに準備してください。
　 外れた場合は、はめ直してください。

ルート内が完全に充填されると、プライミングは
                                                         自動で終了になります。

※ 点滴筒内の滴下が止まりましたら、
     プライミング終了の目安となります。

点滴スタンド等に輸液バッグを吊るすと、
      上部側管ルートのプライミングが開始されます。

メインルートのビン針を、生理食塩水の輸液バッグに
上から下へしっかりと刺入して下さい。

上部側管ルートのプライミングが終了したことを確認し、
液溜まりを作るために点滴筒を逆さにして下さい。

フィルター記載の矢印が上向きになるように
保持したままおこなってください。

＊ フィルター付きの場合 ＊ 

輸液スタンド

　ローラークレンメをゆっくり開放し、点滴筒内に
　液溜まりを作ります。
三分の一程度まで溜まりましたら、
点滴筒をもとの位置に戻してください。

下部ルート内のプライミングが開始されます。

適量程度

エアが完全に抜けたことを確認し、
メインルートの緑クランプ①と全ての側管クランプ、
およびローラークレンメを閉じて下さい。

← 緑クランプ①
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目より下の位置で

２剤目以降の投与がある場合は、

　　　　　　白、黄、青の順番で同様にご使用ください。

輸液バッグに装着されているコネクトスパイクと、

赤の側管ルートのルアーロック部分を接続します。

目より下の位置で

♪ ～ あか ～ しろ ～ きいろ ～ 

        どの ～ 花見ても ～ 綺麗だな ～ ♫

＊ 側管ルート4本タイプの場合は特に注意

　　赤クランプを開放し、点滴筒を軽く押します。
（コネクトスパイク内のプライミングのため）

　　ローラークレンメで速度を調節しながら

　　　　　　　　　　　　　　　投与を開始します。

※ 接続は外さない

　　投与が終了したら赤クランプを閉じてください。

    空になった輸液バッグからビン針を抜かないでください。

下図のようにローラークレンメを
持つとスムーズです。


